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北
名
古
屋
市
に
は
1
3
0
0
名
程
の
外
国
籍
の
方
が
住
ん

で
い
ま
す
。
協
会
で
は
、2
0
0
9
年
11
月
か
ら
市
内
在
住
、

在
勤
の
外
国
人
の
方
を
対
象
に
、
日
本
語
教
室
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
こ
の
日
本
語
教
室
は
、
ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
、
企

画
運
営
ま
で
、
運
営
企
画
会
議
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
中

心
に
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
お
り
、
自
立
し
た
協
会
づ
く
り

の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
開
講
状
況
で
す
が
、
小
学
校
の
児
童
に
対
し
て

は
、
市
内
に
は
小
学
校
が
10
校
あ
り
、
そ
の
う
ち
5
校
の
児

童
8
名
に
対
し
、
在
籍
す
る
学
校
で
、
週
1
回
、
1
時
限
、

8
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
、
指
導
し
て
お

り
ま
す
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
6
校
の
う
ち
2
校

の
4
名
の
生
徒
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
、
在
籍
す
る
学
校
で
、

週
1
回
、
1
時
限
、
4
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
、
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
児
童
、
生
徒
を
対
象
と
す
る

教
室
は
、
開
設
す
る
曜
日
、
時
間
は
、
学
校
の
要
望
に
合
わ

せ
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
人
を
対
象
に
し
た
日
本
語
教
室
は
、
毎
週
金
曜
日
の

夜
、
19
時
半
か
ら
21
時
ま
で
、
北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
研

修
室
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10
数
名
の
協
力
を
得
て
開
講
し
て

い
ま
す
。
社
会
人
の
受
講
者
は
熱
心
な
方
が
多
く
、
日
本
語

検
定
試
験
を
受
験
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
仕
事
で
来

日
さ
れ
た
方
が
多
い
た
め
、
挨
拶
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
、
平
均
し
て
半
年
か

1
年
ぐ
ら
い
で
、
仕
事
に
専
念
さ
れ
て
来
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
国
籍
は
、
中
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
ト
ル
コ
、

ペ
ル
ー
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
と
12
カ
国
に
及
び
ま
す
。
最
近
は
ベ
ト
ナ
ム
、
中

国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
4
カ
国
で
大
半
を
占
め
て

お
り
ま
す
。

　
小
学
生
、
中
学
生
、
社
会
人
な
ど
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、

出
身
国
も
、
年
齢
も
、
在
日
期
間
も
、
日
本
語
の
習
熟
度
も
、

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の
で
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
る
必
要

が
あ
り
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
き
め
細

か
な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
、「
言
葉
と
し
て
の
日
本
語
が
、

ど
の
よ
う
に
外
国
の
人
に
対
し
貢
献
出
来
る
の
か
？
ど
れ
だ

け
役
に
立
て
る
の
か
？
」
を
自
問
し
な
が
ら
の
活
動
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
の
皆
さ
ん
と
協
力
の
輪
を
広
げ
て
、
さ

ら
に
よ
り
充
実
し
た
日
本
語
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
外
国
の
人

た
ち
が
、
日
本
語
を
学
び
に
来
て
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。（

運
営
企
画
会
議
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
　
美
越
宣
男
）

自
立
し
た
協
会
づ
く
り
を
担
う

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室
の
取
り
組
み
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4
月
13
日
、市
文
化
勤
労
会
館
に
お
い
て
、通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

市
民
参
加
と
オ
ー
プ
ン
な
運
営
を
基
本
と
す
る
北
名
古
屋
市
民
に
よ

る
自
立
的
な
協
会
を
め
ざ
す
平
成
25
年
度
事
業
計
画
、
予
算
等
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

1
　
重
点
目
標

•
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
近
隣
の
人
た
ち
と
国
際
交
流
の
場
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

•
国
際
交
流
の
成
果
を
地
域
お
こ
し
に
繋
げ
て
い
く
「
北
名
古
屋
地
域

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
地
産
地
消
を
基
本
と
し
て
推
進
し
ま

す
。

2
　
事
業
計
画

○
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

•
国
際
フ
ェ
ア
《
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3
》

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
3
」
に
出

展
し
ま
す
。
協
会
の
活
動
の
紹
介
や
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
啓
発
、

物
産
販
売
を
し
ま
す
。

•
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
の
人
々
と
交
流
の
場
と
し
て
、
食
と
文
化
を
基

本
と
す
る
、「
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

•
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　

名
古
屋
芸
術
大
学
留
学
生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し

て
、
芸
術
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

○
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

•
中
学
生
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

北
名
古
屋
市
と
友
好
都
市
韓
国
務
安
郡
と
の
国
際
交
流
事
業
と

し
て
、
中
学
生
を
相
互
に
派
遣
し
、
交
流
を
深
め
、
国
際
理
解
教
育

を
推
進
し
、
21
世
紀
を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
育
成
を
図
り

ま
す
。

•
社
会
人
日
本
語
教
室

　

基
礎
的
な
日
本
語
の
取
得
と
資
格
取
得
を
め
ざ
す
外
国
人
の
た

め
の
教
室
で
す
。
毎
週
金
曜
日
夜
、
健
康
ド
ー
ム
で
開
講
し
ま
す
。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
原
則
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。

•
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

外
国
人
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語

を
習
得
さ
せ
る
た
め
、
在
籍
の
小
中
学
校
で
の
出
張
教
室
方
式
で
毎

週
1
回
開
講
し
ま
す
。
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
指
導
し
ま
す
。

•
外
国
語
講
座

　

韓
国
語
、
中
国
語
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
英
語
講
座
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
語
学
講
座
は
、
3
か
国
語
5
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

•
外
国
語
学
習
事
業
補
助

　

市
内
で
語
学
学
習
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
そ
の
講
師
料
の

一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

•
通
訳
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業

　

要
望
に
応
じ
て
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
団
体
や
企
業
に
派
遣
す

る
も
の
で
、
会
員
に
は
助
成
が
あ
り
ま
す
。

○
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

•
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
際
交
流
の
成
果
を
活
か
し
、
地
産
地
消
を
基
本
と
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
運
営
企
画
会
議
地
域
お
こ
し
委
員
会

で
、
活
動
計
画
を
策
定
し
、
N
P
O
等
と
協
働
し
て
開
発
普
及
し
ま

す
。

•
多
文
化
共
生
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

外
国
人
の
た
め
の
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ツ
ァ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、

市
民
と
の
暮
ら
し
を
通
じ
た
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

•
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
「
ア
ジ
ア
を
識
る
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
へ
の

国
際
理
解
を
深
め
る
講
演
会
、
ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会
等
を
実
施
し

ま
す
。

•
国
際
交
流
事
業
補
助

　

市
内
の
団
体
が
実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

•
外
国
人
生
活
相
談

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

•
会
報
の
発
行

　

7
月
、
11
月
お
よ
び
4
月
に
市
の
広
報
に
折
り
こ
み
、
全
戸
配
布

し
ま
す
。

•
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
多
言
語
版
）
の
作
成

　

協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、各
種
講
座
の
案
内
、会
員
募
集
な

ど
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
充
実
さ
せ
ま
す
。

【収入の部】
負担金（会費等） 580,000
補助金・助成金 12,740,000
諸収入 1,821,000
繰越金 826,000
　　　　計 15,967,000
【支出の部】
事務費 7,177,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・
交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 8,750,000
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負
担金・補助金等）
予備費 40,000
　　　　計 15,967,000

平成25年度収支予算書

詳しくは協会までお問い合わせください。

（単位：円）

国際交流子ども芸術教室

平
成
25
年
度
事
業
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平
成
24
年
度
事
業
報
告

〇
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

•
国
際
フ
ェ
ア

　

国
際
交
流
の
場
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
2
」
に
出

展
し
た
。「
健
康
、
快
適
、
自
立
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
国
際
理
解
の
促

進
を
図
っ
た
。

•
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
市
民
手
づ
く
り
に
よ

り
、「
ア
ジ
ア
を
観
て
、
ア
ジ
ア
を
識
り
、
ア
ジ
ア
を
食
す
」
を
テ
ー
マ

に
、
相
互
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

•
日
韓
文
化
交
流　

Ｋ

－Ｐ
Ｏ
Ｐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

i
n 

北
名
古
屋

　

国
際
イ
ベ
ン
ト
を
北
名
古
屋
市
の
地
域
お
こ
し
に
繋
げ
て
い
く
、

新
し
い
国
際
交
流
の
可
能
性
を
探
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。

〇
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

•
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
研
修

　

協
会
登
録
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
を
対
象
に
、
日
本
語
教

室
の
指
導
、
運
営
に
つ
い
て
、2
回
に
わ
た
り
講
師
を
招
き
研
修
会
と

意
見
交
換
を
図
っ
た
。

•
社
会
人
日
本
語
教
室

　

外
国
人
を
対
象
に
、
日
本
社
会
で
の
適
応
能
力
を
向
上
さ
せ
、
日

本
語
の
基
礎
能
力
を
つ
け
る
た
め
に
開
講
し
た
。

•
子
ど
も
日
本
語
教
室

　

日
本
語
を
解
せ
な
い
外
国
人
子
女
に
生
活
に
必
要
な
日
本
語
能
力

を
つ
け
る
た
め
に
開
講
し
た
。

•
語
学
講
座

　

韓
国
語
3
コ
ー
ス
、
中
国
語
1
コ
ー
ス
、2
か
国
語
4
コ
ー
ス
を
開

講
し
た
。

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、
岩

倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
意
見
交
換
等
研
修
を
実
施
し

た
。

•
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
研
修

　

愛
知
県
国
際
交
流
協
会
と
共
催
し
て
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

導
員
を
対
象
に
、
日
本
語
教
室
の
指
導
や
運
営
に
つ
い
て
、
講
師
を

招
へ
い
し
、
研
修
会
と
交
流
会
を
実
施
し
た
。

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

通
訳
翻
訳
、
イ
ベ
ン
ト
、
日
本
語
教
室
、
生
活
相
談
、
運
営
企
画
会

議
な
ど
登
録
者
総
数
、1
7
0
名
。

〇
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

•
地
域
ブ
ラ
ン
ド
開
発
普
及
事
業

　

北
名
古
屋
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
提
案
す
る
た
め
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働

す
る
と
と
も
に
、国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
で
普
及
活
動
を
実
施
し
た
。

•
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
講
座

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
「
北
名
古
屋
を
観
よ
う
、
知
ろ
う
、
話
そ
う
」
を
実
施
し
た
。

•
国
際
理
解
講
座

　

一
般
市
民
を
対
象
に
、
中
国
楽
器
演
奏
会
、
講
演
会
、
映
画
鑑
賞

会
な
ど
を
実
施
し
た
。

•
外
国
人
生
活
相
談

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
、
文
化
・
習
慣
・
言
葉
の
違
い
な
ど
か

ら
抱
え
て
い
る
問
題
を
と
も
に
考
え
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。

•
会
報
発
行

　

7
月
、
11
月
及
び
4
月
の
年
3
回
発
行
し
、
市
の
広
報
に
折
込
み
、

全
戸
配
布
し
た
。

•
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

　

協
会
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
紹
介
、
講
演
会
や
各
種
講
座
案

内
、
会
員
募
集
な
ど
、
外
国
人
の
方
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
多
言

語
対
応
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
随
時
更
新
し
た
。

【収入の部】
負担金（会費等） 539,000
補助金・助成金 10,358,000
諸収入 1,351,544
繰越金 497,756
　　　　計 12,746,300
【支出の部】
事務費 6,275,344
（報償費・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 5,644,492
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負
担金・補助金等）
予備費 0
　　　　計 11,919,836

平成24年度収支決算書

詳しくは協会までお問い合わせください。

（単位：円）

　
子
供
の
頃
、世
界
中
の
人
と
友
達
に
な
れ
た
ら
楽
し
い

な
あ
っ
て
憧
れ
た
私
。

　
中
学
1
年
生
の
時
に
、実
家
で（
公
財
）A
F
S
日
本

協
会
が
招
く
ア
メ
リ
カ
人
女
子
高
校
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、海
外
へ
の
興
味
が

広
が
り
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
時
出
逢
っ
た
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
達
が
英
語
で
流
暢
に
ア
メ
リ
カ
人
留
学

生
と
話
し
て
い
る
の
を
見
て
、大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
び
、ス
ペ
イ
ン
に
1
年
留
学
。

　
結
婚
し
て
か
ら
は
、勤
務
先
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
さ
れ
た
夫
と
と

も
に
、オ
レ
ゴ
ン
州
で
暮
ら
し
ま
し
た
。オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
大
学
院

に
通
い
、世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。皆
で
一

緒
に
山
荘
を
借
り
て
ス
キ
ー
に
行
っ
た
り
、砂
漠
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ

た
り
、各
自
の
国
の
料
理
を
作
っ
て
招
待
し
合
っ
た
り
。そ
う
し
た
交

流
を
通
じ
て
、其
々
の
国
の
文
化
、価
値
観
を
興
味
深
く
学
び
ま
し
た
。

　
海
外
へ
視
点
が
広
が
っ
た
お
か
げ
で
、自
分
の
人
生
が
と
て
も
豊
か

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
に
帰
国
し
て
、海
外
で
多
く
の
方
か
ら
受
け
た
御
恩
返
し
を

す
る
為
、ま
た
、自
分
の
子
供
が
海
外
に
興
味
を
持
つ
環
境
作
り
の
為

に
、私
自
身
の
異
文
化
体
験
原
点
と
な
っ
た（
公
財
）A
F
S
日
本
協

会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
、
20
年
以
上
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
出
逢
っ
た
大
勢
の
世
界
中
の
若
者
達
の
お
か
げ
で
、我
が
子
達
は
、

国
籍
の
壁
を
作
ら
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
娘
も
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
ま
す
。

　
今
夏
は
、娘
と
、ス
イ
ス
各
地
の
4
人
の
元
留
学
生
達
を
訪
ね
る
計

画
で
す
。

　
昨
年
か
ら
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
の
一
員
に
し
て
い
た
だ
き
、

韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
、最
近
は
韓
国
の
こ
と
も
少
し
ず
つ
知
り
始
め
ま
し
た
。

お
隣
の
国
だ
か
ら
、も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。国
際
交
流
が
、私

と
私
の
回
り
の
人
達
の
人
生
を
益
々
楽
し
く
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
。　
　
　
　
　
　（
運
営
企
画
会
議
地
域
お
こ
し
委
員
会
）

人
生
を
豊
か
に
す
る
も
の

山
田
　
聡
子

14
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Information

　

多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
在
住
の

外
国
人
と
と
も
に
公
共
施
設
を
訪
ね
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
を

深
め
、
交
流
を
図
り
ま
す
。

•
日
　
　
時　

平
成
25
年
7
月
6
日
（
土
）
9
:
00
〜
13
:
30

•
集
合
・
解
散
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

•
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

9
：
30
〜
11
：
00　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
東
消
防
署
見
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス

　

11
：
30
〜
12
：
30　

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
見
学

　

12
：
30
〜
13
：
30　

交
流
会
（
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。）

•
対
　
　
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
外
国
籍
住
民
お
よ
び
そ
の
子
女

　
　
　
　
　
　

就
学
前
児
童
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

な
お
、
当
日
、
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
ボ
ラ

　
　
　
　
　
　

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

•
定
　
　
員　

20
名
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

•
参
加
料　

無
料
。

外
国
人
の
た
め
の
公
共
施
設
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

「
北
名
古
屋
を
観
よ
う
、
知
ろ
う
、
話
そ
う
。」

　
各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481
ー

8531  

北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

　
　
　
　                    

北
名
古
屋
市
役
所（
西
庁
舎
内
）４
階

電　
　
　

話 　

 

０
５
６
８
ー（
２
２
）ー
１
１
１
１  

内
線
２
４
０
０

フ
ァ
ッ
ク
ス　

  

０
５
６
８
ー（
２
５
）ー
１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 　

 info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 　

 http://w
w
w
.kitanagoya-kiia.jp

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

参
加
者
募
集

　

名
古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
や
学
生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

と
一
緒
に
、「
ま
ち
の
彫
刻
」
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
野
外
美
術

館
の
楽
し
み
方
や
留
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

国
際
感
覚
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

•
日
　
　
時　

平
成
25
年
7
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

10
：
00
〜
15
：
00

　
　
　
　
　
　
（
途
中
、
昼
食
の
時
間
を
設
け
ま
す
。）

•
会
　
　
場　

名
古
屋
芸
術
大
学

　
　
　
　
　
　

西
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
U
棟
1
階
1
0
2
教
室

•
対
　
　
象　

小
学
生

•
定
　
　
員　

30
名
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

•
参
加
料　

無
料

•
持
ち
物　

昼
食
（
弁
当
）、
絵
の
具
・
ク
レ
ヨ
ン
等
絵
画
を
屋

外
で
描
け
る
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。（
画
板

は
、
協
会
が
用
意
し
ま
す
。）

　

世
界
の
喉
元
に
突
き
刺
さ
っ
た
棘
、
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
。

近
く
て
遠
い
ア
ジ
ア
へ
の
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
中
日
新
聞
元
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

演
題
「
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
祖
国
建
設
と
中
東
戦
争
」

講
師　

小
塚
哲
司
氏　

中
日
懇
話
会
事
務
局
長

•
日
　
　
時　

平
成
25
年
8
月
3
日
（
土
）

•
講
　
　
演　

13
：
00
〜
14
：
30

•
交
流
会　

14
：
30
〜
15
：
00

•
場
　
　
所　

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
1
階
研
修
室

•
講
演
会
参
加
料　

無
料
。

•
交
流
会
参
加
料　

3
0
0
円
（
協
会
会
員
無
料
）

　

ま
た
、「
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ
講
演
会
パ
ー
ト
2
」
は
、
平
成
25
年

10
月
19
日
（
土
）
13
：
00
か
ら
15
：
00
ま
で
、
北
名
古
屋
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
え
の
丘
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
室
で
、
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

演
題
は
、「
占
領
さ
れ
た
ま
ま
45
年
。
進
ま
ぬ
和
平
交
渉
」
で
す
。

　

小
塚
哲
司
氏
の
講
演
は
、
2
回
通
し
で
の
ご
参
加
を
お
薦
め
し

ま
す
。

国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

芸
大
留
学
生
と
一
緒
に
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
描
く

ア
ジ
ア
を
識
る
シ
リ
ー
ズ
！

「
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ
講
演
会
」

し

　

国
際
交
流
の
成
果
を
活
か
す
、
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
産
品

の
開
発
と
普
及
の
た
め
の
料
理
講
習
会
で
す
。
地
産
地
消
を
基
本

に
進
め
ま
す
。「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」
を
世
界
の
料

理
に
活
用
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
講
師
は
、韓
国
ウ
エ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル
で
磨
い
た
フ
レ
ン
チ
の
達
人
が
指
導
し
ま
す
。

•
日
　
　
時　

10
月
24
日
（
木
）
フ
レ
ン
チ
料
理

　
　
　
　
　
　

11
月
28
日
（
木
）
韓
国
料
理

　
　
　
　
　
　

12
月
26
日
（
木
）
イ
タ
リ
ア
ン
料
理

　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
9
：
00
〜
14
：
00
ま
で
。

•
場
　
　
所　

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

•
定
　
　
員　

30
名
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

•
受
講
料　

6
0
0
0
円
（
3
回
分
）（
協
会
会
員
5
0
0
0
円
）

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
」

ワ
ー
ル
ド
料
理
講
習
会


